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事業概要
顕微イメージングソリューションプラットフォーム
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北海道大学
浜松医科大学

広島大学

日立製作所
ファインセラミックスセンター

九州大学

東北大学

名古屋大学
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遠隔利用対応 専門スタッフの育成

受付
システム

データの共有

各実施機関のエキスパート

コンサルティング集団

最適な解決策の提案
各実施機関の有識者

利用課題選定委員会

公平な利用課題選定

協力機関

世界最先端装置による
マテリアル・バイオ・環境・エネルギー・宇宙

各分野における総合的な顕微イメージングソリューションを提供する

コーディネータ

全
国
か
ら
の
利
用
者

岡山大学 量子科学技術研究開発機構
アメテック㈱ ㈱島津製作所 ブルカー・ダルトニクス㈱ ウォーターズコーポレーション

横河電機㈱ ㈱ヒューマニクス ㈱日立ハイテク㈱プレッパーズ日東分析センター㈱

理化学研究所

代表機関



分析各実施機関のイメージング分析技術
顕微イメージングソリューションプラットフォーム
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環境・エネルギー・宇宙 バイオ マテリアル



分析進捗状況
顕微イメージングソリューションプラットフォーム

右記の当初計画に従う進捗があ
り，満足できる成果創出

・令和3年度中に(a),(b),(c)が立ち
上がり，令和4年度中に完成，
今年度通常運用

・共用事業実績も全体的に計画通
りの成果（令和3年度：18課
題，令和4年度：29課題）
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Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 Ｒ７年度戦略

対話式受付システム
定型化 運用開始

（a）コンサル機能強化
担当者配置（コーディネータ・コンサルティング集団・課題選定委員会）

（b）遠隔操作システム
担当者配置 データセキュリティポリシー策定・標準化

遠隔対応
遠隔
立ち会い

遠隔操作 遠隔データ解析

遠隔対応 遠隔立ち会い 遠隔操作 自動計測

遠隔対応
自動化開始 立ち会い

遠隔採取
自動採取

データ標準化
信頼性保証
体制整備

SOP体系整備 ISO文書策定

多面的Imaging
事例創出

MI適用
事例創出

汎用フォー
マット化

普及
データ汎用化

遠隔立ち会い 連続自動計測 リモート化
遠隔対応

Operand計測
冷却 共用開始ガス環境

装置ポータル構築
公開開発

技術交流会開催
北
大

日
立

浜
医

JFCC 広
大

九
大

東
北
大

物
材
研

名
大

継続的な運営に向けた取組
コアファシリティ・マネジメントサイクルの活用

ホログラフィー

一細胞解析法

同位体顕微鏡

（c）複合解析ソリューション

質量イメージング

ソリューション
マッチング

情報
収集

運用開始構築

研究計画と工程表

・高度な専門スタッフのキャリア
アップ（5名，助教→准教授，
研究員→助教 等）

・高インパクトファクター雑誌
Scienceへの利用課題成果によ
る３報の論文発表

想定を上回る成果



実施体制
顕微イメージングソリューションプラットフォーム

・完全ワンストップサービス

・対話式自動受付（１）

・聞き取りフォーム（１）

・ワンストップコンサルティング（１）

・利用料（７）

・成果報告書公開（８）

・利用課題を随時募集

・申請〜採択が１ヶ月以内（２,３,４）

・各共用装置毎に主担当者と専門職員・実験
補助者（５,６）

・定期運営委員会（月1回）

・採択課題の実施状況の管理

・研究設備の整備運営状況の管理

・複合ソリューションの提案（７〜８）

・成果報告者HP公開（８）
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コンサルティング集団

最適な解決策の提案



実施体制
顕微イメージングソリューションプラットフォーム

・完全ワンストップサービス

・対話式自動受付（１）

・聞き取りフォーム（１）

・ワンストップコンサルティング（１）

・利用料（７）

・成果報告書公開（８）

・利用課題を随時募集

・申請～採択が１ヶ月以内（２,３,４）

・各共用装置毎に主担当者と専門職員・実験
補助者（５,６）

・定期運営委員会（月1回）

・採択課題の実施状況の管理

・研究設備の整備運営状況の管理

・複合ソリューションの提案（７～８）

・成果報告者HP公開（８）
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コンサルティング集団

最適な解決策の提案



研究施設・設備の連携
顕微イメージングソリューションプラットフォーム

・以下の点について適切に構築・運用されているか。

・全国的な利用に答えるプラットフォーム：利用者は全世界から，新規利用者問い合わせ49件

・利用に際してのワンストップサービス：自動受付と効率的な聞き取りフォーム

・利用に係る研究課題に対するコンサルティング機能：ワンストップコンサルティング

・集約した情報の活用

・利用に関する手続きに関して：ワンストップサービスによる集約情報のフィードバック

・管理のシステム化に関して：月1回の定期的な運営委員会による管理

・利用に関して：月1回の定期的な運営委員会による課題実施状況と設備整備状況の管理

・関連学会等との連携：専門スタッフの学会認定資格の取得

・各機関で保有する研究施設・設備との連携：複合解析ソリューションによる連携

・民間企業等と連携した共同開発・共同運営：４件の民間・大学間の共同研究契約と１件の民間
企業への受託解析契約

・プラットフォームで用いる研究施設・設備に関する高度化：４事例のノウハウ共有と共同開発
による機器運用の高度化・効率化
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遠隔化・自動化等に係るノウハウ・データの共有
顕微イメージングソリューションプラットフォーム

・遠隔利用に関するシステムが適切に構築・運用されているか。

・令和3年度に遠隔利用システムの構築を始め21回の分析に活用した．令和4年度中には全ての
実施期間の共用設備について構築と運用ができている．現在では運営上，必要不可欠なシス
テムである

・構築した遠隔利用システムは，設備の遠隔操作とデータの遠隔解析に大別．

・専門スタッフの新型コロナや在宅勤務の対策にも活用している．

・データ・セキュリティポリシー等の整備及びプラットフォームに参画する機関間の調整

・共用利用の秘密保持について契約締結はプラットフォーム共通で整っている．

・遠隔利用におけるデータセキュリティーポリシー基本方針とそれに付随する規程等は実施機
関毎に整えられている．

・データの共有・標準化の推進

・「多量試料のインテリジェント計測手法や自動計測技術の活用」等の８事例のデータ利活用
がある

・計測・解析技術の高度化の取り組み

・「微弱信号の抽出など新規な解析技術の開発」等の４事例の取り組みがある．

・これらの高度化は，Science誌に論文３報を出版する駆動力となっている．
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専門スタッフの配置・育成
顕微イメージングソリューションプラットフォーム

・全体としての専門スタッフの配置・育成が十分に行われているか。

・各共用装置毎に主担当者に加え，複数の専門職員・実験補助者を配置し利用課題を実施する
体制が整えられている．

・育成については，新しく導入した複合解析ソリューションの実施が高い効果を生んだ．

・遠隔利用など新たな利用や技術に対応する人材の育成が十分に行われているか。

・新しく導入した複合解析ソリューションにより効果的に人材育成を実施した．

・複合解析ソリューション

・専門スタッフとユーザーを対象とした技術交流会を開催し、各参画機関の持つ装置・設備に
対する幅広い知識と専門資格、遠隔利用技術の習得を推進した。また，実際の課題を利用し，
その課題を発展させるアクティブラーニングを行った。

・本プラットフォームの専門スタッフが、顕微イメージング全般のスキルを身に着け、装置開
発や受託分析が可能となるように相互にアクティブラーニングを行った。

・育成効果

・5名の人材がキャリアアップ（助教から准教授等）し、1名がコラボプロジェクトによる研究
資金を獲得した。
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複合解析ソリューション
顕微イメージングソリューションプラットフォーム
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1. 検討する利用課題をスクリーニングする
（コンサルタント集団）

2. 利用課題に対し他の分析方法を検討する
（分析エキスパート達）

3. ディスカッションし提言にまとめる
（分析エキスパートの取りまとめ役）

4. 提言をレビュー
（コンサルタント集団）

5. 提言を実現性を含めて利用者へ伝える
（ワンストップ窓口等）

アクティブラーニング



資金計画，その他の政策との連携
顕微イメージングソリューションプラットフォーム

・事業終了後、継続的・自立的な運営ができるように研究設備の高度化と人材育成は計画を上回
り進んでいる。

・研究設備・機器の大幅な整備については、新たな外部資金の獲得努力が必要になる。

・事業で雇用した人材全員分の雇用財源を確保するには、やはり新たな外部資金の獲得に努力
しなければいけない。

・本プラットフォームは物理・化学・医学・宇宙・地球分野の複合体なので、実施している複合
解析ソリューションは、自動的に分野融合や振興領域拡大を強力に推進するものである。

・本プラットフォームは産学の複合体なので、その実施は自動的に産学官連携を強化する。

・スタートアップ支援については、新技術習得プログラムと大学院生研修プログラムを設置して
いる。新技術習得プログラムは、若手研究者（３５歳以下）、スタートアップ研究者（所属機
関異動後２年以内）、海外研究者（サバティカル・研究休暇により日本に滞在）を対象とした
短期研修で、共用機器使用料を免除する。大学院生研修プログラムは、大学院生技術補佐員等
として受け入れ、実務を体験することによるスキルアッププログラムである。

・高度な専門スタッフのキャリアパスと高インパクトファクター雑誌 Scienceへの計3報や
Nature Communications, Science Advancesへの計5報の利用課題成果の発表は、新たなイノ
ベーション創出に対する本プラットフォームへの利用者の期待として特筆すべきものである。

p.10


	スライド番号 1
	事業概要
	分析
	分析
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11

